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報道関係者 各位 

 

女性活躍推進法に基づく認定企業 

えるぼし認定企業１社を決定！！ 
～えるぼし認定企業は 11社に～ 

 

山形労働局（局長 河西
か さ い

 直人
な お と

）では、この度、女性活躍推進法に基づく認定（えるぼし認

定）企業として、山形信用金庫（本社：山形市、理事長 山口
やまぐち

 盛
もり

雄
お

）を新たに認定いたしま

した。 

 えるぼし認定は、女性の活躍推進に関する取組の実施状況が優良である等の一定の要件を満

たした場合に受けることができる制度です。認定基準の５つの評価項目のうち、達成している

項目数に応じて３つの認定の段階があります。今回の認定は「２段階目」としての認定です。

（別紙「認定基準に係る５つの評価項目と、その達成状況」を参照してください。） 

 当局管内のえるぼし認定企業数は 11社（３段階目８社、２段階目３社）です。（これまでの

県内認定企業等については資料１、２参照） 

 

 

 

「ヤッピー」は山形労働局のイメージキャラクターです。 

令和２年 12月１日 
【照会先】 
山形労働局雇用環境・均等室 

雇用環境改善・均等推進監理官     新関 一枝  
室 長 補 佐     升川 禎子  
厚生労働事務官   西山 彩由実 

(電話) 023-624-8228 
 

山形労働局   ―ＹＡＭＡＧＡＴＡ ＬＡＢＯＵＲ BＵＲＥＡＵ― 

認定された企業は、このマークを商品、広告、

求人広告及びホームページ等で表示することが

でき、「女性活躍推進企業」として広くアピール

することができます。 

認定マーク 
（愛称：えるぼし ２段階目） 

http://www.mhlw.go.jp/
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えるぼし認定基準に係る５つの評価項目と、その達成状況 

１ 採用 

正社員に占める女性労働者の割合が産業ごとの平均値（平均値が４割を超える場合は 

４割）以上であること 

 ＜達成状況＞ 

 正規職員   41.4％（産業平均値（金融業）：42.8％） 

  ２ 継続就業 

  直近の事業年度において、「女性労働者の平均継続勤務年数÷男性労働者の平均継
続勤務年数」が雇用管理区分ごとに 0.7 以上であること（期間の定めのない労働契約を
締結している労働者に限る） 

   ＜達成状況＞ 

雇用管理区分は正規職員のみで 0.7以上 
（参考） 
女性の平均継続勤務年数 11.78年÷男性の平均継続勤務年数 16.58年＝0.71 

 ３ 労働時間等の働き方 

  雇用管理区分ごとの労働者の法定時間外労働及び法定休日労働時間の合計時間数
の平均が、直近の事業年度の各月ごとに全て 45時間未満であること 

   ＜達成状況＞ 

全ての雇用管理区分で各月ごとに 45時間未満 
（参考）一月当たりの労働者の平均残業時間  
正規職員 2.1時間 嘱託職員 1.1時間 パート職員 0.8時間 

 ４ 管理職比率 

  管理職に占める女性労働者の割合が産業ごとの平均値以上であること 

  ＜達成状況＞ 

2019年度 10.0％（産業平均値（金融業）：13.1％） 

基準を満たさないが、2年以上連続して実績が改善している  

（参考）管理職に占める女性労働者の割合 

2017年度 4.8％ 2018年度 7.5％  

 ５ 多様なキャリアコース  

直近の３事業年度において、以下のうち２項目以上の実績を有すること 
Ａ 女性の非正社員から正社員への転換 

   Ｂ 女性労働者のキャリアアップに資する雇用管理区分間の転換 

   Ｃ 過去に在籍した女性の正社員としての再雇用 
   Ｄ おおむね 30歳以上の女性の正社員としての採用 

  ＜達成状況＞ 

A ４人   

山形信用金庫 

代 表 者 理事長 山口
やまぐち

 盛
もり

雄
お

 

事業内容 金融業 

労働者数 162人（男性 93人、女性 69人） 

所 在 地 山形市白山一丁目 10番３号 

電話番号 023-632-2161 
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添付資料 

１ 女性活躍推進法に基づく認定企業等の状況 

２ えるぼし認定、プラチナえるぼし認定 

 


